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(57)【要約】
【課題】　電子機器の外観デザインや電子部品のレイア
ウトに関する設計自由度に優れた電子機器を提供する。
【解決手段】　一実施形態における電子機器は、透明デ
ィスプレイと、筐体と、電子部品とを備える。前記透明
ディスプレイは、第１面と、前記第１面の反対側の第２
面と、複数の画素を含む表示領域とを有する。前記筐体
は、前記第２面に対向し、前記透明ディスプレイを支持
する。前記電子部品は、前記第２面と前記筐体の間に配
置され、前記表示領域と対向する。さらに、前記電子部
品は、前記第１面側を撮像するカメラ、前記第１面側か
ら前記透明ディスプレイに入射する光または前記第１面
側に存在する物体に関する情報を検出するセンサ、およ
び、前記第２面に入射し前記第１面から出射する光を発
するランプの少なくとも一つを含む。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１面と、前記第１面の反対側の第２面と、複数の画素を含む表示領域とを有する透明
ディスプレイと、
　前記第２面に対向し、前記透明ディスプレイを支持する筐体と、
　前記第２面と前記筐体の間に配置され、前記表示領域と対向する電子部品と、を備え、
　前記電子部品は、前記第１面側を撮像するカメラ、前記第１面側から前記透明ディスプ
レイに入射する光または前記第１面側に存在する物体に関する情報を検出するセンサ、お
よび、前記第２面に入射し前記第１面から出射する光を発するランプの少なくとも一つを
含む、
　電子機器。
【請求項２】
　前記電子部品は、前記カメラを含み、
　前記カメラは、前記表示領域の中心から離れた位置に配置されている、
　請求項１に記載の電子機器。
【請求項３】
　前記表示領域は、一対の短辺と、一対の長辺とを有する矩形状であり、
　前記カメラは、前記長辺と平行な方向において、前記表示領域の中心から離れた位置に
配置されている、
　請求項２に記載の電子機器。
【請求項４】
　前記電子部品は、前記カメラを含み、
　前記第１面は、長手方向を有し、
　前記カメラは、前記長手方向において、前記第１面の中心から離れた位置に配置されて
いる、
　請求項１に記載の電子機器。
【請求項５】
　前記第２面に設けられた熱拡散シートをさらに備え、
　前記熱拡散シートは、前記電子部品と対向する領域に開口を有している、
　請求項１ないし４のうちいずれか１項に記載の電子機器。
【請求項６】
　前記第２面に設けられた熱拡散シートをさらに備え、
　前記熱拡散シートは、メッシュ状である、
　請求項１ないし４のうちいずれか１項に記載の電子機器。
【請求項７】
　前記画素は、前記第１面から出射する光を放つ発光領域と、前記第１面に入射する光を
前記第２面に透過する透光領域とを有する、
　請求項１ないし６のうちいずれか１項に記載の電子機器。
【請求項８】
　前記画素は、複数の副画素を含み、
　前記副画素は、前記第１面から出射する光を放つ発光領域と、前記第１面に入射する光
を前記第２面に透過する透光領域とを有する、
　請求項７に記載の電子機器。
【請求項９】
　前記透明ディスプレイは、前記表示領域において、第１方向に並ぶ複数の配線を備え、
　前記発光領域および前記透光領域は、隣り合う前記配線の間に形成され、
　前記電子部品と対向する前記画素の前記透光領域において、隣り合う前記配線の間の前
記第１方向における距離は、前記第１方向と交差する第２方向に沿って連続的に変化する
、
　請求項７または８に記載の電子機器。



(3) JP 2020-20849 A 2020.2.6

10

20

30

40

50

【請求項１０】
　前記透明ディスプレイは、前記表示領域において、第１方向に並ぶ複数の配線を備え、
　前記発光領域および前記透光領域は、隣り合う前記配線の間に形成され、
　前記電子部品と対向する前記透光領域において、隣り合う前記配線の少なくとも一方は
、屈曲部を有する、
　請求項７または８に記載の電子機器。
【請求項１１】
　前記電子部品と対向しない前記透光領域において、隣り合う前記配線は、互いに平行で
ある、
　請求項９または１０に記載の電子機器。
【請求項１２】
　前記透明ディスプレイは、画素電極を有する第１基板と、共通電極を有する第２基板と
、前記第１基板および前記第２基板の間に配置された液晶層と、前記第１基板または前記
第２基板の側面に対向する光源と、を備える、
　請求項１ないし６のうちいずれか１項に記載の電子機器。
【請求項１３】
　前記液晶層は、光透過状態と光散乱状態とを有し、
　前記光透過状態と前記光散乱状態とが切り替え可能である、
　請求項１２に記載の電子機器。
【請求項１４】
　前記電子部品は、前記第１面側から視認可能である、
　請求項１ないし１３のうちいずれか１項に記載の電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、ディスプレイを備えた電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えばスマートフォンやタブレットなどの電子機器は、有機エレクトロルミネッセンス
（ＥＬ）表示素子や液晶表示素子を有するディスプレイに加え、カメラ、照度センサ、近
接センサ、指紋センサ、通知ランプなどの電子部品を備えることがある。一般的に、これ
らの電子部品は、表示領域の周辺の周辺領域に配置される。そのため、電子機器の外観デ
ザインや電子部品のレイアウトが制約され、電子機器の設計自由度が抑制されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１８－６２６３号公報
【特許文献２】特開２０１７－１５１３３９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本開示の目的の一つは、電子機器の外観デザインや電子部品のレイアウトに関する設計
自由度に優れた電子機器を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　一実施形態における電子機器は、透明ディスプレイと、筐体と、電子部品とを備える。
前記透明ディスプレイは、第１面と、前記第１面の反対側の第２面と、複数の画素を含む
表示領域とを有する。前記筐体は、前記第２面に対向し、前記透明ディスプレイを支持す
る。前記電子部品は、前記第２面と前記筐体の間に配置され、前記表示領域と対向する。
さらに、前記電子部品は、前記第１面側を撮像するカメラ、前記第１面側から前記透明デ
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ィスプレイに入射する光または前記第１面側に存在する物体に関する情報を検出するセン
サ、および、前記第２面に入射し前記第１面から出射する光を発するランプの少なくとも
一つを含む。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】図１は、第１実施形態に係る電子機器の概略的な斜視図である。
【図２】図２は、図１におけるＩＩ－ＩＩ線に沿う電子機器の概略的な断面図である。
【図３】図３は、熱拡散シートの概略的な平面図である。
【図４】図４は、熱拡散シートに適用し得る他の例を示す平面図である。
【図５】図５は、表示領域における電子部品のレイアウトの一例を示す平面図である。
【図６】図６は、テレビ通話において表示領域に表示される画面の一例を示す平面図であ
る。
【図７】図７は、透明ディスプレイが備える副画素のレイアウトの一例を示す概略的な平
面図である。
【図８】図８は、副画素に適用し得る構造の一例を示す概略的な平面図である。
【図９】図９は、図８におけるＩＸ－ＩＸ線に沿う透明ディスプレイの概略的な断面図で
ある。
【図１０】図１０は、図８におけるＸ－Ｘ線に沿う透明ディスプレイの概略的な断面図で
ある。
【図１１】図１１は、第２実施形態における信号線、電源線および遮光層の一例を示す概
略的な平面図である。
【図１２】図１２は、信号線、電源線および遮光層の第１変形例を示す概略的な平面図で
ある。
【図１３】図１３は、信号線、電源線および遮光層の第２変形例を示す概略的な平面図で
ある。
【図１４】図１４は、信号線、電源線および遮光層の第３変形例を示す概略的な平面図で
ある。
【図１５】図１５は、信号線、電源線および遮光層の第４変形例を示す概略的な平面図で
ある。
【図１６】図１６は、信号線、電源線および遮光層の第５変形例を示す概略的な平面図で
ある。
【図１７】図１７は、第３実施形態における透明ディスプレイの構成例を示す断面図であ
る。
【図１８】図１８は、光透過状態における液晶層の一例を示す断面図である。
【図１９】図１９は、光散乱状態における液晶層の一例を示す断面図である。
【図２０】図２０は、第３実施形態における液晶層の他の例を示す断面図である。
【図２１】図２１は、第３実施形態における液晶層の他の例を示す断面図である。
【図２２】図２２は、光源からの光を用いた画像表示を説明するための透明ディスプレイ
の概略的な断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　いくつかの実施形態につき、図面を参照しながら説明する。　
　なお、開示はあくまで一例に過ぎず、当業者において、発明の主旨を保っての適宜変更
について容易に想到し得るものについては、当然に本発明の範囲に含有される。また、図
面は、説明をより明確にするため、実際の態様に比べて模式的に表される場合があるが、
あくまで一例であって、本発明の解釈を限定するものではない。各図において、連続して
配置される同一又は類似の要素については符号を省略することがある。また、本明細書と
各図において、既出の図に関して前述したものと同一又は類似した機能を発揮する構成要
素には同一の参照符号を付し、重複する詳細な説明を省略することがある。
【０００８】
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　各実施形態においては、電子機器の一例として、スマートフォンを開示する。ただし、
電子機器はスマートフォンに限定されず、タブレット、携帯電話端末、パーソナルコンピ
ュータ、ゲーム機器、車載機器、テレビ受像装置、デジタルカメラなど、他種の機器であ
ってもよい。
【０００９】
　また、各実施形態においては、電子機器のディスプレイ（表示装置）が有機エレクトロ
ルミネッセンス（ＥＬ）表示素子または液晶表示素子を有する場合を例示する。ただし、
各実施形態は、他種のディスプレイを備える電子機器に対する、各実施形態にて開示され
る個々の技術的思想の適用を妨げるものではない。例えば、他種のディスプレイとしては
、Light Emitting Diode（ＬＥＤ）を表示素子として用いたディスプレイ、電気泳動素子
を有する電子ペーパ型のディスプレイ、Micro Electro Mechanical Systems（ＭＥＭＳ）
を応用したディスプレイ、或いはエレクトロクロミズムを応用したディスプレイなどが挙
げられる。
【００１０】
　［第１実施形態］　
　図１は、第１実施形態に係る電子機器１の概略的な斜視図である。図示したように、第
１方向Ｘ、第２方向Ｙおよび第３方向Ｚを定義する。本実施形態においては、第１方向Ｘ
、第２方向Ｙおよび第３方向Ｚが互いに直交するが、これら方向が９０°以外の角度で交
差してもよい。
【００１１】
　電子機器１は、筐体２と、透明ディスプレイ３と、カバーガラス４とを備えている。本
実施形態において、「透明ディスプレイ」とは、ユーザが視認する第１面（表示面）とそ
の反対の第２面（裏面）との間で光を透過するディスプレイを意味する。すなわち、例え
ば透明ディスプレイを電子機器から取り外した状態においては、第１面側から第２面側の
背景が視認可能であり、第２面側から第１面側の背景を視認可能である。
【００１２】
　本実施形態において、透明ディスプレイ３は、図１に示す第１面Ｆ１と、第１面Ｆ１の
反対側の第２面Ｆ２（図２参照）とが略平行なフラットパネル型の表示装置であり、筐体
２によって支持されている。カバーガラス４は、透明ディスプレイ３を覆っている。透明
ディスプレイ３は、多数の画素を有した表示領域ＤＡと、表示領域ＤＡの周辺の周辺領域
ＰＡとを有している。一例として、透明ディスプレイ３の光の透過率は、５０％以上であ
ることが好ましい。
【００１３】
　図１の例において、表示領域ＤＡは、第２方向Ｙと平行な一対の長辺Ｓａ１，Ｓａ２と
、第１方向Ｘと平行な一対の短辺Ｓｂ１，Ｓｂ２とを有する長方形状である。筐体２、透
明ディスプレイ３およびカバーガラス４も、表示領域ＤＡと同様の長方形状である。ただ
し、表示領域ＤＡ、筐体２、透明ディスプレイ３およびカバーガラス４は、長方形状に限
られず、正方形状、正円形状、楕円形状などの他の形状であってもよい。
【００１４】
　図１の例においては、表示領域ＤＡの周囲を周辺領域ＰＡが囲っている。ただし、表示
領域ＤＡと各辺Ｓａ１，Ｓａ２，Ｓｂ１，Ｓｂ２のいずれかとの間に周辺領域ＰＡが存在
しなくてもよい。また、電子機器１の正面全体が表示領域ＤＡであってもよい。
【００１５】
　電子機器１は、筐体２と透明ディスプレイ３の間の空間内に配置された各種の電子部品
を備えている。これら電子部品は、例えば、カメラ５、第１センサ６、第２センサ７、通
知ランプ８、コントローラＣＴおよびバッテリＢＴなどを含む。
【００１６】
　カメラ５は、第１面Ｆ１側の画像を撮像するものであり、インカメラや前面カメラなど
と呼ばれることもある。通知ランプ８は、例えば着信やメール受信などを報知するために
点灯または点滅するＬＥＤである。通知ランプ８が放つ光は、第２面Ｆ２に入射し、第１
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面Ｆ１から出射する。
【００１７】
　第１センサ６および第２センサ７としては、第１面Ｆ１側から透明ディスプレイ３に入
射する光に関する情報を検出するセンサや、第１面Ｆ１側に存在する物体に関する情報を
検出するセンサなど、各種のものを適用できる。例えば、第１センサ６は、第１面Ｆ１側
から透明ディスプレイ３に入射する外光に基づいて照度を検出する照度センサ、赤外光を
発するとともにその反射光を受光して電子機器１の第１面Ｆ１側に近接する物体（例えば
ユーザの頭部）を検出する近接センサ、あるいはこれら双方の機能を備えたセンサである
。また、例えば第２センサ７は、ユーザが第１面Ｆ１側に押し当てた指の指紋を検出する
指紋センサである。
【００１８】
　コントローラＣＴは、プロセッサやメモリを含み、透明ディスプレイ３、カメラ５、第
１センサ６、第２センサ７および通知ランプ８などを制御する。バッテリＢＴは、電子機
器１の各部に電源を供給する。その他にも、電子機器１は、スピーカ、マイク、通信ユニ
ット、電子機器１の背面側を撮像するカメラなどの電子部品を備えてもよい。スピーカや
マイクは、例えば電子機器１の側部に設けられてもよい。また、スピーカは、透明ディス
プレイ３を振動させることで音を発生する構成であってもよい。
【００１９】
　図２は、図１におけるＩＩ－ＩＩ線に沿う電子機器１の概略的な断面図である。筐体２
は、底部２ａと、底部２ａの周縁から第３方向Ｚに突出する側部２ｂとを有している。底
部２ａおよび側部２ｂは、例えばいずれも遮光性を有しているが、少なくとも一部が透光
性を有してもよい。透明ディスプレイ３は、底部２ａから離間した状態で、例えば側部２
ｂによって支持されている。
【００２０】
　カバーガラス４は、例えば側部２ｂによって支持され、透明ディスプレイ３の第１面Ｆ
１を覆っている。カバーガラス４は、第１面Ｆ１に接着されてもよい。図２の例において
、透明ディスプレイ３の第２面Ｆ２には、熱拡散シート９が設けられている。熱拡散シー
ト９は、例えば第２面Ｆ２に接着されており、透明ディスプレイ３が発する熱を拡散する
。
【００２１】
　上述のカメラ５、第１センサ６、第２センサ７、通知ランプ８、コントローラＣＴおよ
びバッテリＢＴなどの電子部品は、第２面Ｆ２と底部２ａの間に配置されている。これら
の電子部品は、例えば底部２ａに固定されている。ただし、これらの電子部品の少なくと
も１つが透明ディスプレイ３あるいは熱拡散シート９に接着材などで固定されてもよい。
また、これらの電子部品の少なくとも１つが、底部２ａと、透明ディスプレイ３あるいは
熱拡散シート９とで挟持されることにより固定されてもよい。
【００２２】
　図２に例示するように、カメラ５は、レンズユニット５ａと、イメージセンサ５ｂと、
レンズユニット５ａを支持するホルダ５ｃとを備えている。レンズユニット５ａは、第１
面Ｆ１から第２面Ｆ２に向けて透明ディスプレイ３を透過する光Ｌを集光する１つまたは
複数のレンズを含む。イメージセンサ５ｂは、例えばCharge Coupled Device（ＣＣＤ）
やComplementary Metal Oxide Semiconductor（ＣＭＯＳ）を有するセンサであり、レン
ズユニット５ａにより集光された光Ｌに基づき画像データを生成する。
【００２３】
　熱拡散シート９が遮光性を有している場合、熱拡散シート９は、カメラ５と対向する領
域に第１開口ＡＰ１を有してもよい。第１開口ＡＰ１は、例えばレンズユニット５ａと同
じサイズか、あるいはレンズユニット５ａよりも大きいサイズとすることが好ましい。
【００２４】
　図３は、熱拡散シート９の概略的な平面図である。この図の例において、熱拡散シート
９は、第１開口ＡＰ１の他に、第２開口ＡＰ２と、第３開口ＡＰ３と、第４開口ＡＰ４と
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を有している。第２開口ＡＰ２は、第１センサ６と対向する領域に設けられている。第３
開口ＡＰ３は、第２センサ７と対向する領域に設けられている。第４開口ＡＰ４は、通知
ランプ８と対向する領域に設けられている。
【００２５】
　第２開口ＡＰ２および第３開口ＡＰ３を設けることで、第１センサ６および第２センサ
７の検出精度を高めることができる。第４開口ＡＰ４を設けることで、通知ランプ８の点
灯を確認し易くなる。ただし、熱拡散シート９が第１センサ６および第２センサ７による
検出に与える影響が小さい場合や、熱拡散シート９が通知ランプ８の視認性に与える影響
が小さい場合には、各開口ＡＰ２～ＡＰ４を設けなくてもよい。
【００２６】
　熱拡散シート９が遮光性を有する場合には、電子機器１の外部からコントローラＣＴや
バッテリＢＴなどの電子部品を視認することができない。他の例として、コントローラＣ
ＴやバッテリＢＴなどの電子部品に対応する開口を熱拡散シート９に設けたり、半透明の
熱拡散シート９を用いたりして、これら電子部品を外部から視認可能な構造、いわゆるス
ケルトン構造としてもよい。この場合には、電子機器１の意匠性を高めることができる。
【００２７】
　図４は、熱拡散シート９に適用し得る他の例を示す平面図である。この図の例において
、熱拡散シート９は、複数の線部９ａで構成されたメッシュ状である。４本の線部９ａで
囲われた領域に、矩形（あるいは菱形）の開口９ｂが形成されている。
【００２８】
　熱拡散シート９は、全体にわたって図４に示すメッシュ状であってもよいし、カメラ５
、第１センサ６、第２センサ７および通知ランプ８などの電子部品と対向する領域などが
局所的に図４に示すメッシュ状であってもよい。いずれの場合であっても、開口９ｂによ
り、カメラ５が撮像する画像の画質、第１センサ６および第２センサ７の検出精度、通知
ランプ８の視認性を高めることができる。
【００２９】
　図５は、表示領域ＤＡにおけるカメラ５、第１センサ６、第２センサ７および通知ラン
プ８のレイアウトの一例を示す平面図である。図中の２本の鎖線は、第１方向Ｘにおける
表示領域ＤＡの中心線ＣＬ１と、第２方向Ｙにおける表示領域ＤＡの中心線ＣＬ２とを示
している。これら中心線ＣＬ１，ＣＬ２が交差する点を、表示領域ＤＡの中心Ｃと呼ぶ。
【００３０】
　図５の例において、カメラ５は、中心Ｃからずれた位置に配置されている。具体的には
、カメラ５は、第１方向Ｘにおいて中心線ＣＬ１から長辺Ｓａ２側に距離Ｄ１離れるとと
もに、第２方向Ｙにおいて中心線ＣＬ２から短辺Ｓｂ１側に距離Ｄ２離れている。一例と
して、距離Ｄ１は距離Ｄ２よりも小さい。換言すれば、カメラ５は、図１に示す第１面Ｆ
１の長手方向において、当該第１面Ｆ１の中心から離れた位置に配置されている。
【００３１】
　第１センサ６は、長辺Ｓａ１と短辺Ｓｂ１で構成される角部の近傍に配置されている。
第２センサ７は、短辺Ｓｂ２の近傍に配置されている。図５の例においては、中心線ＣＬ
１と、第２センサ７の第１方向Ｘにおける中心とが一致している。通知ランプ８は、短辺
Ｓｂ２の近傍において、第２センサ７と長辺Ｓａ２の間に配置されている。
【００３２】
　なお、カメラ５、第１センサ６、第２センサ７および通知ランプ８のレイアウトは、図
５の例に限られない。例えば、カメラ５は、中心線ＣＬ１から長辺Ｓａ１側に離れた位置
に配置されてもよいし、中心線ＣＬ１または中心線ＣＬ２と重なる位置に配置されてもよ
い。
【００３３】
　電子機器１は、テレビ通話の機能を備えてもよい。図６は、テレビ通話において表示領
域ＤＡに表示される画面ＰＩＣの一例を示す平面図である。画面ＰＩＣには、通話先の電
子機器から送信される相手方の映像が表示される。また、カメラ５により撮影される電子
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機器１のユーザの映像が通話先の電子機器に送信され、当該電子機器に表示される。
【００３４】
　図６に示すように、短辺Ｓｂ１が上方、短辺Ｓｂ２が下方となる姿勢で電子機器１が使
用される場合、画面ＰＩＣに表示された相手方の頭部ＨＤは、短辺Ｓｂ１寄りに位置し得
る。一般的に、ユーザは相手方の頭部ＨＤを見ながら通話する。そのため、仮にカメラ５
が一般的なスマートフォンと同様に表示領域ＤＡの上方に配置されている場合、ユーザの
目線が逸れた状態の映像がカメラ５により撮影され、通話先の電子機器に表示される。
【００３５】
　一方、図６においてはカメラ５が表示領域ＤＡと重なっており、さらに短辺Ｓｂ１寄り
に配置されている。この場合、カメラ５が頭部ＨＤと重なるか、あるいは頭部ＨＤの近傍
に位置する。したがって、ユーザの目線とカメラ５の位置が近くなり、通話先の電子機器
に自然な目線のユーザを表示させることができる。
【００３６】
　本実施形態におけるカメラ５の配置は、ユーザが自分自身の写真を撮影する際にも好適
な作用を発揮する。すなわち、一般的にこのような撮影においては、カメラ５により得ら
れた画像がリアルタイムで表示領域ＤＡに表示され、この画像をユーザが確認しながら適
切なタイミングでシャッターボタンを操作する。本実施形態のようにカメラ５が表示領域
ＤＡと重なっていれば、ユーザが自分自身の画像を確認する目線とカメラ５とが近くなる
ため、自然な目線の写真を撮影することができる。
【００３７】
　続いて、透明ディスプレイ３に適用し得る構造について説明する。図７は、透明ディス
プレイ３が備える副画素ＳＰのレイアウトの一例を示す概略的な平面図である。透明ディ
スプレイ３は、それぞれ異なる色を放つ複数種類の副画素ＳＰを備えている。図７の例に
おいては、副画素ＳＰの一例として、赤色の副画素ＳＰｒと、緑色の副画素ＳＰｇと、青
色の副画素ＳＰｂとを示している。例えば図示したように、第１方向Ｘにおいては各色の
副画素ＳＰが順に配置され、第２方向Ｙにおいては同じ色の副画素ＳＰが繰り返し配置さ
れてもよい。ただし、各色の副画素ＳＰのレイアウトはこの例に限られない。また、透明
ディスプレイ３は、赤色、緑色、青色以外の他の色、例えば白色の副画素ＳＰを備えても
よい。また、透明ディスプレイ３は、単色の画素を備えてもよい。
【００３８】
　透明ディスプレイ３は、複数の走査線ＧＬと、複数の信号線ＳＬと、複数の電源線ＰＬ
とを備えている。走査線ＧＬは、第１方向Ｘに延びている。信号線ＳＬおよび電源線ＰＬ
は、いずれも第２方向Ｙに延び、第１方向Ｘにおいて交互に並んでいる。副画素ＳＰは、
信号線ＳＬ、電源線ＰＬおよび隣り合う２本の走査線ＧＬで囲われた領域に相当する。
【００３９】
　副画素ＳＰは、発光領域ＥＡ（ＥＡｒ，ＥＡｇ，ＥＡｂ）と、透光領域ＴＡ（ＴＡｒ，
ＴＡｇ，ＴＡｂ）とを有している。発光領域ＥＡは、画像表示のための可視光を放つ領域
である。すなわち、副画素ＳＰｒの発光領域ＥＡｒは赤色の光を放ち、副画素ＳＰｇの発
光領域ＥＡｇは緑色の光を放ち、副画素ＳＰｂの発光領域ＥＡｂは青色の光を放つ。透光
領域ＴＡは、可視光を透過する領域であり、遮光性を有した配線等の要素が配置されてい
ない。
【００４０】
　図７の例においては、それぞれの副画素ＳＰにおいて、それぞれ矩形状の発光領域ＥＡ
と透光領域ＴＡが第２方向Ｙに並んでいる。ただし、発光領域ＥＡと透光領域ＴＡのレイ
アウトや形状は、この例に限られない。なお、図７においては副画素ＳＰが発光領域ＥＡ
と透光領域ＴＡとを有する構造を示したが、透光領域ＴＡが副画素ＳＰに含まれずに副画
素ＳＰとは独立した構造であってもよい。
【００４１】
　隣り合う信号線ＳＬおよび電源線ＰＬは、互いに平行である。すなわち、図７の例にお
いては、信号線ＳＬと電源線ＰＬの間の距離Ｄｘが、発光領域ＥＡの近傍および透光領域



(9) JP 2020-20849 A 2020.2.6

10

20

30

40

50

ＴＡの近傍のいずれにおいても一定である。ただし、距離Ｄｘが発光領域ＥＡの近傍と透
光領域ＴＡの近傍とで異なってもよい。
【００４２】
　透明ディスプレイ３は、遮光層２１を備えてもよい。遮光層２１は、走査線ＧＬ、信号
線ＳＬおよび電源線ＰＬと重畳し、発光領域ＥＡおよび透光領域ＴＡにおいて開口してい
る。図７の例においては、発光領域ＥＡと透光領域ＴＡの境界にも遮光層２１が配置され
ている。
【００４３】
　図８は、副画素ＳＰに適用し得る構造の一例を示す概略的な平面図である。ここでは、
遮光層２１等の図示を省略している。副画素ＳＰは、第１トランジスタＴＲ１と、第２ト
ランジスタＴＲ２と、第１接続配線ＣＬ１と、第２接続配線ＣＬ２と、第３接続配線ＣＬ
３と、第１電極Ｅ１とを備えている。
【００４４】
　第１トランジスタＴＲ１は、第１半導体層ＳＣ１を備えている。第２トランジスタＴＲ
２は、第２半導体層ＳＣ２を備えている。第１半導体層ＳＣ１は、走査線ＧＬと対向する
とともに、一端が信号線ＳＬに接続され、他端が第１接続配線ＣＬ１に接続されている。
第１接続配線ＣＬ１は、第２接続配線ＣＬ２と接続されている。
【００４５】
　第２半導体層ＳＣ２は、第２接続配線ＣＬ２と対向するとともに、一端が電源線ＰＬに
接続され、他端が第３接続配線ＣＬ３に接続されている。第３接続配線ＣＬ３は、第１電
極Ｅ１に接続されている。第１電極Ｅ１は、発光領域ＥＡに配置され、透光領域ＴＡには
配置されていない。
【００４６】
　図９は、図８におけるＩＸ－ＩＸ線に沿う透明ディスプレイ３の概略的な断面図である
。透明ディスプレイ３は、図７および図８に示した要素に加え、第１透明基材１０と、ア
ンダーコート層１１と、第１層間絶縁層１２と、第２層間絶縁層１３と、平坦化層１４と
、バンク１５と、第１保護層１６と、封止層１７と、第２保護層１８と、第２透明基材２
０と、第２電極Ｅ２と、有機発光層ＯＥとを備えている。
【００４７】
　第１透明基材１０および第２透明基材２０は、例えばポリイミドなどの樹脂材料やガラ
スで形成することができる。図９に示す構造においては、第１透明基材１０の下面が上述
の第２面Ｆ２に相当し、第２透明基材２０の上面が上述の第１面Ｆ１に相当する。
【００４８】
　アンダーコート層１１は、例えばシリコン窒化膜の上下にシリコン酸化膜を配置した積
層構造を有し、第１透明基材１０の上面に形成されている。第２半導体層ＳＣ２は、アン
ダーコート層１１の上に形成されている。例えば、図８に示した第１半導体層ＳＣ１も第
２半導体層ＳＣ２と同層に形成されている。第１層間絶縁層１２は、例えばシリコン窒化
膜であり、アンダーコート層１１および第２半導体層ＳＣ２を覆っている。第２接続配線
ＣＬ２は、第１層間絶縁層１２の上に形成されている。例えば、図８に示した走査線ＧＬ
も第２接続配線ＣＬ２と同層に形成されている。走査線ＧＬは、例えばモリブデンタング
ステンで形成することができる。
【００４９】
　第２層間絶縁層１３は、例えばシリコン酸化膜であり、第１層間絶縁層１２および第２
接続配線ＣＬ２を覆っている。信号線ＳＬ、電源線ＰＬおよび第３接続配線ＣＬ３は、第
２層間絶縁層１３の上に形成されている。信号線ＳＬおよび電源線ＰＬは、例えばアルミ
ニウム層の上下にチタン層を配置した積層構造とすることができる。例えば、図８に示し
た第１接続配線ＣＬ１も信号線ＳＬと同層に形成されている。電源線ＰＬおよび第３接続
配線ＣＬ３は、各層間絶縁層１２，１３に設けられたコンタクトホールを通じて第２半導
体層ＳＣ２に接している。
【００５０】
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　平坦化層１４は、例えば有機樹脂膜であり、信号線ＳＬ、電源線ＰＬ、第３接続配線Ｃ
Ｌ３および第２層間絶縁層１３を覆っている。第１電極Ｅ１は、平坦化層１４の上に形成
され、平坦化層１４に設けられたコンタクトホールを通じて第３接続配線ＣＬ３に接して
いる。第１電極Ｅ１は、例えばＡｇ層の上下にIndium Tin Oxide（ＩＴＯ）層を配置した
反射電極とすることができる。
【００５１】
　バンク１５は、例えば有機樹脂膜であり、平坦化層１４の上に形成されている。第１電
極Ｅ１はバンク１５から露出しており、その上に有機発光層ＯＥが形成されている。例え
ば、有機発光層ＯＥには、第１電極Ｅ１側から順に正孔輸送層、発光層、電子輸送層を積
層した構造を適用し得る。第２電極Ｅ２には、可視光を透過する導電材料が用いられる。
例えば、第２電極Ｅ２は、Indium Zinc Oxide（ＩＺＯ）などの透明導電材料、Ｍｇ、Ａ
ｇ、または、ＭｇとＡｇの合金などの金属材料で形成することができる。第２電極Ｅ２は
、有機発光層ＯＥおよびバンク１５を覆っている。第１保護層１６は、例えばシリコン窒
化膜であり、第２電極Ｅ２を覆っている。
【００５２】
　遮光層２１は、第２透明基材２０の下面に形成されている。第２保護層１８は、例えば
シリコン窒化膜であり、第２透明基材２０の下面および遮光層２１を覆っている。封止層
１７は、有機樹脂膜であり、第１保護層１６と第２保護層１８の間に配置されている。
【００５３】
　第２電極Ｅ２には、共通電圧が印加されている。第２トランジスタＴＲ２を介して第１
電極Ｅ１に画素電圧が印加されると、第１電極Ｅ１と第２電極Ｅ２の間に電流が流れ、詳
述すれば発光層で正孔と電子が結合し、電位差が生じ、有機発光層ＯＥが発光する。この
光は、第１面Ｆ１から出射する。有機発光層ＯＥは、例えば各副画素ＳＰに対して島状に
形成されており、各副画素ＳＰに対応する色の光を放つ。他の例として、有機発光層ＯＥ
の上方にカラーフィルタを配置し、有機発光層ＯＥが白色の光を放つ構成を適用してもよ
い。
【００５４】
　図１０は、図８におけるＸ－Ｘ線に沿う透明ディスプレイ３の概略的な断面図である。
透光領域ＴＡにおいては、遮光性の電極や金属配線が存在しない。したがって、第１面Ｆ
１に入射する光は第２面Ｆ２に透過し、第２面Ｆ２に入射する光は第１面Ｆ１に透過する
。
【００５５】
　副画素ＳＰのサイズは、カメラ５、第１センサ６、第２センサ７および通知ランプ８の
サイズに比べて十分に小さい。すなわち、カメラ５、第１センサ６、第２センサ７および
通知ランプ８と対向する領域には、多数の透光領域ＴＡが存在する。したがって、本実施
形態の構造であれば、透明ディスプレイ３を通じてカメラ５による撮像、第１センサ６お
よび第２センサ７による検出、通知ランプ８が放つ光の視認が可能となる。
【００５６】
　透明ディスプレイ３の構造は、図７ないし図１０に示したものに限られない。透明ディ
スプレイ３を通じてカメラ５による撮像、第１センサ６および第２センサ７による検出、
通知ランプ８が放つ光の視認が可能であれば、透明ディスプレイ３は他の構造を有しても
よい。
【００５７】
　カメラ５により撮像される画像に走査線ＧＬ、信号線ＳＬ、電源線ＰＬおよび遮光層２
１等の影響が現れる場合、電子機器１がソフトウェアにて画像を補正する機能を備えても
よい。このような補正処理の実行主体は、コントローラＣＴであってもよいし、他のプロ
セッサであってもよい。
【００５８】
　本実施形態の電子機器１においては、カメラ５、第１センサ６、第２センサ７および通
知ランプ８等の電子部品が表示領域ＤＡの裏側に配置されている。したがって、表示領域
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ＤＡの周囲にこれら電子部品を配置する必要がないため、電子機器１の外観デザインや電
子部品のレイアウトに関する設計自由度を高めることができる。
【００５９】
　例えば、表示領域ＤＡの周囲に電子部品を配置する必要がないために、周辺領域ＰＡを
小さく（表示領域ＤＡを大きく）することができる。また、表示領域ＤＡの周囲に電子部
品を配置しないことにより、電子機器１の意匠性を高めることができる。　
　その他にも、本実施形態は上述した種々の効果を奏する。
【００６０】
　［第２実施形態］　
　図７に示したように、同じ形状の透光領域ＴＡが一定ピッチで配列されている場合、透
明ディスプレイ３を透過する光が回折し、特定の干渉パターンを生じることがある。回折
による干渉パターンが生じると、透過光の色変化が生じたり、視野角依存性が発現したり
する。そのため、例えばカメラ５により撮像される画像の品質が低下し得る。また、点灯
した通知ランプ８を特定の方向から視認し難くなり得るし、第１センサ６や第２センサ７
が光学式のセンサである場合には検出性能が低下し得る。
【００６１】
　本実施形態においては、回折による干渉パターンを抑制することが可能な透明ディスプ
レイ３の構造を開示する。特に言及しない構成および効果は、第１実施形態と同様である
。
【００６２】
　図１１は、本実施形態における信号線ＳＬ、電源線ＰＬおよび遮光層２１の一例を示す
概略的な平面図である。図１１の構造は、第１方向Ｘに隣り合う透光領域ＴＡ（ＴＡｒ，
ＴＡｇ，ＴＡｂ）の間において、信号線ＳＬおよび電源線ＰＬが第２方向Ｙに対して傾い
ている点で、図７の構造と相違する。第１方向Ｘに隣り合う発光領域ＥＡ（ＥＡｒ，ＥＡ
ｇ，ＥＡｂ）の間においては、信号線ＳＬおよび電源線ＰＬが第２方向Ｙと平行である。
【００６３】
　透光領域ＴＡにおいて、隣り合う信号線ＳＬおよび電源線ＰＬの間の第１方向Ｘにおけ
る距離Ｄｘは、第２方向Ｙに沿って連続的に変化する。隣り合う信号線ＳＬおよび電源線
ＰＬと重畳する遮光層２１の間の距離も同様に、第２方向Ｙに沿って連続的に変化する。
【００６４】
　第１方向Ｘに隣り合う透光領域ＴＡの形状は、第１方向Ｘと平行な軸に関して線対称な
形状である。第２方向Ｙに隣り合う透光領域ＴＡの形状についても同様に、第１方向Ｘと
平行な軸に関して線対称な形状である。
【００６５】
　このように信号線ＳＬ、電源線ＰＬおよび遮光層２１の形状を調整することにより、回
折による干渉パターンを抑制することができる。図１１に示す構造は、カメラ５、第１セ
ンサ６、第２センサ７および通知ランプ８等の電子部品に対向する副画素ＳＰに対して部
分的に適用してもよいし、表示領域ＤＡ全体の副画素ＳＰに適用してもよい。図１１に示
す構造を部分的に適用する場合、他の副画素ＳＰには例えば図７と同様の構造を適用して
もよいし、他の構造を適用してもよい。
【００６６】
　図１２は、信号線ＳＬ、電源線ＰＬおよび遮光層２１の第１変形例を示す概略的な平面
図である。図１２の構造は、遮光層２１が透光領域ＴＡに突出する凸部ＰＴを有している
点で、図１１の構造と相違する。
【００６７】
　凸部ＰＴは、例えば図示したように透光領域ＴＡと発光領域ＥＡの間の遮光層２１から
第２方向Ｙに突出する三角形状であってもよいし、他の形状であってもよい。このような
凸部ＰＴを設けることで、各透光領域ＴＡでは、遮光層２１の第２方向Ｙにおける距離Ｄ
ｙが第１方向Ｘにおいて連続的に変化する。これにより、回折による干渉パターンをより
好適に抑制することができる。
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【００６８】
　図１３は、信号線ＳＬ、電源線ＰＬおよび遮光層２１の第２変形例を示す概略的な平面
図である。図１３の構造は、第１方向Ｘに隣り合う透光領域ＴＡの間において、信号線Ｓ
Ｌ、電源線ＰＬおよび遮光層２１が屈曲部ＢＰを有している点で、図１１の構造と相違す
る。
【００６９】
　例えば図中上方の透光領域ＴＡｒでは、屈曲部ＢＰにおいて距離Ｄｘが最小となる。一
方、図中上方の透光領域ＴＡｇでは、屈曲部ＢＰにおいて距離Ｄｘが最大となる。このよ
うに、図１３の構造であれば、透光領域ＴＡの形状を多様化することが可能である。これ
により、回折による干渉パターンをより好適に抑制することができる。
【００７０】
　図１４は、信号線ＳＬ、電源線ＰＬおよび遮光層２１の第３変形例を示す概略的な平面
図である。図１４の構造は、第１方向Ｘに隣り合う透光領域ＴＡの間において、信号線Ｓ
Ｌ、電源線ＰＬおよび遮光層２１が２つの屈曲部ＢＰ１，ＢＰ２を有している点で、図１
３の構造と相違する。
【００７１】
　例えば図中上方の透光領域ＴＡｒでは、屈曲部ＢＰ１において距離Ｄｘが最小となり、
屈曲部ＢＰ２において距離Ｄｘが最大となる。一方、図中上方の透光領域ＴＡｇでは、屈
曲部ＢＰ１において距離Ｄｘが最大となり、屈曲部ＢＰ２において距離Ｄｘが最小となる
。このように、２つの屈曲部ＢＰ１，ＢＰ２により透光領域ＴＡの形状を複雑化すれば、
回折による干渉パターンをより好適に抑制することができる。なお、屈曲部の数は２つに
限られず、３つ以上であってもよい。
【００７２】
　図１５は、信号線ＳＬ、電源線ＰＬおよび遮光層２１の第４変形例を示す概略的な平面
図である。図１５の構造は、屈曲部ＢＰ１，ＢＰ２がランダムな位置に配置されている点
で、図１４の構造と相違する。
【００７３】
　例えば図中上方の透光領域ＴＡｒでは、信号線ＳＬの屈曲部ＢＰ１，ＢＰ２と、電源線
ＰＬの屈曲部ＢＰ１，ＢＰ２とが第２方向Ｙにおいてずれている。他の透光領域ＴＡにお
いても同様に、屈曲部ＢＰ１，ＢＰ２の位置が不揃いである。このように、屈曲部ＢＰ１
，ＢＰ２の位置の規則性を弱めることで、回折による干渉パターンをより好適に抑制する
ことができる。なお、屈曲部の数は２つに限られず、３つ以上であってもよい。
【００７４】
　図１６は、信号線ＳＬ、電源線ＰＬおよび遮光層２１の第５変形例を示す概略的な平面
図である。図１６の構造は、第１方向Ｘに隣り合う透光領域ＴＡの間において、信号線Ｓ
Ｌ、電源線ＰＬおよび遮光層２１が曲線状に曲がっている点で、図１１ないし図１５の構
造と相違する。
【００７５】
　例えば図中上方の透光領域ＴＡｒでは、信号線ＳＬと電源線ＰＬが変曲点ＩＰを有して
いる。これら変曲点ＩＰの図中上方においては距離Ｄｘが大きく、これら変曲点ＩＰの図
中下方においては距離Ｄｘが小さい。距離Ｄｘは、第２方向Ｙに沿って連続的に変化して
いる。このように、信号線ＳＬ、電源線ＰＬおよび遮光層２１を曲線状に曲げた場合でも
、回折による干渉パターンを抑制することができる。なお、隣り合う透光領域ＴＡの間に
おいて、信号線ＳＬ、電源線ＰＬおよび遮光層２１が２つ以上の変曲点を有してもよい。
また、信号線ＳＬと電源線ＰＬとで変曲点の数や位置が異なってもよい。
【００７６】
　以上、図１１ないし図１６に例示した他にも、信号線ＳＬ、電源線ＰＬおよび遮光層２
１には種々の構造を適用し得る。表示領域ＤＡには、図１１ないし図１６に例示した構造
の副画素ＳＰのうちのいずれか１つが配置されてもよいし、２つ以上が配置されてもよい
。
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【００７７】
　［第３実施形態］　
　第３実施形態においては、透明ディスプレイ３が液晶表示装置である場合を例示する。
特に言及しない構成および効果については、第１実施形態と同様である。
【００７８】
　図１７は、本実施形態における透明ディスプレイ３の構成例を示す断面図である。透明
ディスプレイ３は、第１基板ＳＵＢ１（アレイ基板）と、第２基板ＳＵＢ２（対向基板）
と、散乱型の液晶層ＬＣと、シールＳＥと、光源ＬＳとを備えている。
【００７９】
　第１基板ＳＵＢ１と第２基板ＳＵＢ２は、シールＳＥによって貼り合わされている。液
晶層ＬＣは、第１基板ＳＵＢ１、第２基板ＳＵＢ２およびシールＳＥで囲われた空間に配
置されている。
【００８０】
　第１基板ＳＵＢ１は、第１透明基材３０と、各副画素に配置された画素電極ＰＥとを備
えている。第２基板ＳＵＢ２は、第２透明基材４０と、各画素電極ＰＥに対向する共通電
極ＣＥとを備えている。第１透明基材３０および第２透明基材４０は、例えばポリイミド
などの樹脂材料やガラスで形成することができる。画素電極ＰＥおよび共通電極ＣＥは、
例えばＩＴＯなどの透明導電材料で形成することができる。図１７に示す構造においては
、第１透明基材３０の下面が上述の第２面Ｆ２に相当し、第２透明基材４０の上面が上述
の第１面Ｆ１に相当する。
【００８１】
　図１７の例においては、光源ＬＳが第２基板ＳＵＢ２の側面に対向している。ただし、
光源ＬＳは、第１基板ＳＵＢ１の側面に対向してもよいし、第１基板ＳＵＢ１および第２
基板ＳＵＢ２の双方の側面に対向してもよい。例えば、光源ＬＳは、赤色の光を発する発
光素子と、緑色の光を発する発光素子と、青色の光を発する発光素子とを含む。
【００８２】
　図１８および図１９は、液晶層ＬＣに適用し得る構成の一例を示す断面図である。図１
８および図１９に示す構成は、ポリマー分散型液晶と呼ばれる。液晶層ＬＣは、高分子液
晶組成物の一例である液晶ポリマー５１および液晶分子５２を含む。液晶ポリマー５１は
、紫外光の照射により液晶モノマーが高分子化されることで得られる。液晶分子５２は、
液晶モノマー内に分散されている。
【００８３】
　液晶分子５２は、正の誘電率異方性を有するポジ型であってもよいし、負の誘電率異方
性を有するネガ型であってもよい。液晶ポリマー５１および液晶分子５２は、それぞれ同
等の光学異方性を有している。あるいは、液晶ポリマー５１および液晶分子５２は、それ
ぞれ略同等の屈折率異方性を有している。また、液晶ポリマー５１および液晶分子５２の
各々の電界に対する応答性は異なる。すなわち、液晶ポリマー５１の電界に対する応答性
は、液晶分子５２の電界に対する応答性より低い。
【００８４】
　図１８に示した例は、例えば、液晶層ＬＣに電圧が印加されていない光透過状態（画素
電極ＰＥと共通電極ＣＥの間の電位差がゼロである状態）に相当する。この状態において
は、液晶ポリマー５１の光軸Ａｘ１および液晶分子５２の光軸Ａｘ２は、互いに平行とな
る。
【００８５】
　上述の通り、液晶ポリマー５１および液晶分子５２は略同等の屈折率異方性を有してお
り、しかも光軸Ａｘ１およびＡｘ２は互いに平行である。そのため、第１方向Ｘ、第２方
向Ｙおよび第３方向Ｚを含むあらゆる方向において、液晶ポリマー５１と液晶分子５２の
間にほとんど屈折率差がない。これにより、第３方向Ｚと平行な光Ｌ１や、第３方向Ｚに
対して傾斜した光Ｌ２，Ｌ３は、ほとんど散乱されることなく液晶層ＬＣを透過する。
【００８６】
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　図１９に示した例は、液晶層ＬＣに電圧が印加されている光散乱状態（画素電極ＰＥと
共通電極ＣＥの間に電位差が形成された状態）に相当する。上記の通り、液晶ポリマー５
１の電界に対する応答性は、液晶分子５２の電界に対する応答性より低い。そのため、液
晶層ＬＣに電圧が印加された状態では、液晶ポリマー５１の配向方向がほとんど変化しな
いのに対して、液晶分子５２の配向方向は電界に応じて変化する。そのため、光軸Ａｘ２
が光軸Ａｘ１に対して傾斜する。これにより、第１方向Ｘ、第２方向Ｙおよび第３方向Ｚ
を含むあらゆる方向において、液晶ポリマー５１と液晶分子５２の間に大きな屈折率差が
生ずる。この状態においては、液晶層ＬＣに入射する光Ｌ１～Ｌ３が液晶層ＬＣ内で散乱
される。
【００８７】
　なお、液晶層ＬＣの構成は、以上説明した例に限られない。本実施形態における液晶層
ＬＣは、画素電極ＰＥと共通電極ＣＥの間に形成される電界によって光透過状態と光散乱
状態とを切り替え可能な高分子液晶組成物を用いた構成であれば、どのような構成であっ
てもよい。
【００８８】
　他の液晶層ＬＣの一例として、液晶層ＬＣの中に高分子繊維構造体（ポリマーネットワ
ーク構造体）を形成させたポリマーネットワーク型液晶が挙げられる。図２０および図２
１は液晶層ＬＣにポリマーネットワーク型液晶を用いた場合の模式的な断面図である。液
晶層ＬＣの中にポリマー６０がネットワーク状に形成されており、液晶材料がポリマーネ
ットワーク構造体に沿って配置されている。図２０は液晶層ＬＣに電圧が印加されていな
い状態であり、液晶分子５２が不規則に並ぶ。図２１は液晶層ＬＣに電圧が印加されてい
る状態であり、液晶分子５２が所定の方向に配列している。一般にポリマー分散型液晶よ
りもポリマーネットワーク型液晶は応答速度が速いので、図２０および図２１に示す構成
は、本発明の電子機器にとって好適である。なお、図２０および図２１においては複数の
ポリマー６０が不規則に配置されているが、複数のポリマー６０が第１基板ＳＵＢ１（図
１７参照）の主面に略平行に配置されてもよい。
【００８９】
　図２２は、光源ＬＳからの光を用いた画像表示を説明するための透明ディスプレイ３の
概略的な断面図である。光源ＬＳが発する光Ｌ１０は、第２透明基材４０の側面から入射
し、第２透明基材４０、液晶層ＬＣおよび第１透明基材３０などを伝播する。例えば図１
８，１９の液晶層ＬＣにおいて、電圧が印加されていない画素電極ＰＥ（図中のＯＦＦ）
の近傍においては、光Ｌ１０が液晶層ＬＣでほとんど散乱されない。そのため、光Ｌ１０
は、第１面Ｆ１および第２面Ｆ２からほとんど漏れ出すことはない。
【００９０】
　一方、例えば図１８，１９の液晶層ＬＣにおいて、電圧が印加されている画素電極ＰＥ
（図中のＯＮ）の近傍においては、光Ｌ１０が液晶層ＬＣで散乱される。この散乱光は、
第１面Ｆ１および第２面Ｆ２から出射し、表示画像として視認される。
【００９１】
　なお、電圧が印加されていない画素電極ＰＥ（図中のＯＦＦ）の近傍において、第１面
Ｆ１または第２面Ｆ２に入射する外光Ｌ２０は、ほとんど散乱されることなく透明ディス
プレイ３を透過する。すなわち、第２面Ｆ２側から透明ディスプレイ３を見た場合には第
１面Ｆ１側の背景が視認可能であり、第１面Ｆ１側から透明ディスプレイ３を見た場合に
は第２面Ｆ２側の背景が視認可能である。図２２においては、電圧が印加されている画素
電極ＰＥの近傍の液晶層ＬＣにおいて光が散乱される例を示したが、これとは反対に、電
圧が印加されていない画素電極ＰＥの近傍の液晶層ＬＣにおいて光が散乱されてもよい。
【００９２】
　以上のような構成の透明ディスプレイ３は、例えばフィールドシーケンシャル方式にて
駆動することができる。この方式においては、１つのフレーム期間が複数のサブフレーム
期間（フィールド）を含む。例えば、光源ＬＳが赤色、緑色および青色の発光素子を含む
場合、１つのフレーム期間には、赤色、緑色および青色のサブフレーム期間が含まれる。
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【００９３】
　赤色のサブフレーム期間においては、赤色の発光素子が点灯するとともに、赤色の画像
データに応じた電圧が各画素電極ＰＥに印加される。これにより、赤色の画像が表示され
る。緑色および青色のサブフレーム期間においても同様に、それぞれ緑色および青色の発
光素子が点灯するとともに、それぞれ緑色および青色の画像データに応じた電圧が各画素
電極ＰＥに印加される。これにより、緑色および青色の画像が表示される。このように時
分割で表示される赤色、緑色および青色の画像は、互いに合成されて多色表示の画像とし
てユーザに視認される。
【００９４】
　以上の構成の透明ディスプレイ３を用いた場合であっても、電子機器１は、第１実施形
態にて上述した各種の効果を得ることができる。なお、本実施形態における透明ディスプ
レイ３においては、表示領域ＤＡに発光素子が配置されていないので、表示領域ＤＡにお
ける発熱量が小さい。そこで、熱拡散シート９を表示領域ＤＡに設けなくてもよい。
【００９５】
　以上、本発明の実施形態として説明した電子機器を基にして、当業者が適宜設計変更し
て実施し得る全ての電子機器も、本発明の要旨を包含する限り、本発明の範囲に属する。
【００９６】
　本発明の思想の範疇において、当業者であれば、各種の変形例に想到し得るものであり
、それら変形例についても本発明の範囲に属するものと解される。例えば、上述の各実施
形態に対して、当業者が適宜、構成要素の追加、削除、若しくは設計変更を行ったもの、
又は、工程の追加、省略若しくは条件変更を行ったものも、本発明の要旨を備えている限
り、本発明の範囲に含まれる。
【００９７】
　また、各実施形態において述べた態様によりもたらされる他の作用効果について、本明
細書の記載から明らかなもの、又は当業者において適宜想到し得るものについては、当然
に本発明によりもたらされるものと解される。
【符号の説明】
【００９８】
　１…電子機器、２…筐体、３…透明ディスプレイ、４…カバーガラス、５…カメラ、６
…第１センサ、７…第２センサ、８…通知ランプ、９…熱拡散シート、２１…遮光層、Ｃ
Ｔ…コントローラ、ＢＴ…バッテリ、ＧＬ…走査線、ＳＬ…信号線、ＰＬ…電源線、ＳＰ
…副画素、ＥＡ…発光領域、ＴＡ…透光領域。
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